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１９５（－３）
274.22k㎡
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税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【4月30日】
・軽自動車税 第1期
・介護保険料　　　　第1期

小学校入学祝いとして
子ども子育て支援金を
支給しました
　上北山村では人口減少が進行し、少子高齢化が進んでいま
す。人口の減少により村の活力が低下し、若者の減少は村の存
立にまで関わってきます。
　村では、村民がより暮らしやすい生活を送れるように、様々
な制度を用意しており、小学校の入学時に子ども子育て支援金
を支給しています。

　４月 6 日から 15 日までの 10 日間、春の全国交通安全運動が実施さ
れました。
　本村では同月 8 日（火）、早朝より道の駅（総合案内センター）前の
国道 169 号で村交通安全協会役員及び吉野警察署員の方々により通行
車両に対して、啓発物品の配布及び安全運転の呼びかけが行われまし
た。
　安心、安全な地域づくりの為に、一人一人が交通ルールを遵守し、
安全運転を心掛けましょう。

令和7年春の全国交通安全運動
啓発活動を行いました

問い合わせ先：吉野地区交通安全協会上北山分会事務局
（役場住民課　3-0223）



令
和
７
年
度

施　
政　
方　
針

　

私
の
政
治
信
条
に
つ
き
ま
し

て
は
従
前
よ
り
『
豊
か
な
村
づ

く
り
・
住
み
や
す
く
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
村
づ
く
り
』

を
根
底
に
据
え
、
行
政
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
7
年
度
に

お
い
て
は
、
本
年
の
年
頭
挨
拶

で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、“
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
田
舎
暮
ら

し
の
実
現
に
向
け
て
”
を
掲
げ

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
の
概
念
は
、
一
人

ひ
と
り
、
個
々
に
お
い
て
の
幸

福
度
を
高
め
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
。

　

通
常
、
自
分
は
幸
福
で
あ
る
、

と
言
う
感
覚
は
、
あ
く
ま
で
も

主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
我
々

が
日
々
の
暮
ら
し
を
立
て
て
い

く
上
で
、
自
身
に
関
わ
る
生
活

環
境
を
少
し
で
も
良
く
し
て
い

く
と
い
う
事
が
、
幸
福
度
を
高

め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
村
民
の

暮
ら
し
を
守
る
行
政
の
役
割
と

し
て
、
い
か
に
、
こ
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
、
後
押
し

が
出
来
る
か
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
健
康
や
教
育
・
雇

用
・
所
得
・
治
安
・
社
会
的
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
後
押
し
で
す

が
、
こ
れ
は
、
冒
頭
申
し
上
げ

ま
し
た
『
豊
か
な
村
づ
く
り
・

住
み
や
す
く
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
村
づ
く
り
』
の
指
標

と
重
な
り
、
果
敢
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
6
年
度
の
施
政
方
針

で
申
し
上
げ
ま
し
た
、“
き
ら
り

と
光
る
上
北
山
村
”
す
な
わ
ち

上
北
山
村
の
価
値
・
評
価
を
上

げ
て
い
く
方
針
を
掲
げ
、
上
北

山
村
の
地
位
向
上
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
令
和
７
年
度
に
お
い

て
は
、
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま

し
た
理
念
を
具
現
化
す
べ
く
、

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
概
要
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
、
基
幹
産
業

で
あ
っ
た
林
業
の
活
力
が
未
だ

戻
ら
な
い
中
、
上
北
山
村
の
大

自
然
を
生
か
し
た
観
光
業
を
軸

と
し
た
産
業
構
造
を
組
み
立
て
、

併
せ
て
、
個
々
の
暮
ら
し
の
中

で
の
福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
と
い
う
基
本
方
針

は
維
持
し
つ
つ
、
更
な
る
福
祉

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
充
実

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
■
観
光
業
に
つ
い
て

　

大
台
ヶ
原
と
和
佐
又
、
北
山

川
、
白
川
又
、
そ
し
て
歴
史
的

文
化
財
と
し
て
の
寺
社
仏
閣
等

を
核
と
し
た
宿
泊
シ
ス
テ
ム
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

本
村
に
は
フ
ォ
レ
ス
ト
か
み

き
た
、
和
佐
又
ヒ
ュ
ッ
テ
、
そ

の
他
に
民
宿
も
あ
り
ま
す
が
、

宿
泊
者
収
容
数
の
少
な
さ
が
課

題
で
あ
り
、
増
量
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き
た
」
に

つ
い
て
は
、
開
業
し
て
5
年
、

一
つ
の
節
目
で
あ
り
、
先
般
の

「
村
政
懇
談
会
」
で
の
ご
指
摘
の

と
お
り
、
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
和
佐
又
ヒ
ュ
ッ
テ
」
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
が
、
一
定
の
雇

用
創
出
と
い
う
目
的
を
果
た
し

て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
付
随
す
る
土

産
物
や
特
産
品
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発

と
併
せ
、
村
民
の
皆
様
の
協
力

も
仰
ぎ
な
が
ら
、
発
掘
、
販
売

し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
業
種
に
つ
い
て
は
、

建
設
関
係
で
は
、
村
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
等
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

観
光
産
業
に
関
連
す
る
事
業

と
し
て
、
登
山
道
整
備
、
林
道

整
備
、
森
林
整
備
は
観
光
業
に

関
係
が
あ
り
、
整
備
事
業
に
よ

る
経
済
効
果
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
漁
業
、
物
品
販
売

業
、
ダ
ム
湖
利
用
業
種
、
宿
泊

業
等
々
、
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

当
村
の
観
光
産
業
の
底
上
げ
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
■
林
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
か
ら
奈
良
県
の
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
混
交

林
事
業
を
進
め
て
お
り
、
今
年

度
も
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

先
般
、
奈
良
県
へ
白
川
又
川
流

域
の
県
有
林
も
混
交
林
事
業
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
現
地
確
認
し
た
い
旨
、

返
事
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
こ
の
白
川
又
流

域
は
天
然
林
が
多
く
残
っ
て
お

り
、
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら

利
用
で
き
な
い
か
と
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
林
業
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

検
討
す
べ
き
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
構
想
の
一
つ
で
あ
る
天

然
林
を
利
用
し
た
観
光
事
業
の

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
■
村
の
賑
や
か
さ
・

　
　
　
風
景
づ
く
り
に
つ
い
て

　

昨
年
9
月
、
四
国
で
開
会
さ

れ
た
、
全
国
利
き
鮎
大
会
で
北

山
川
産
の
鮎
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
、
水
質
の
良
さ
を
改

め
て
実
感
し
た
わ
け
で
す
が
、

漁
業
組
合
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が

ら
、
村
の
賑
や
か
さ
に
結
び
付

け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
村
の

風
景
作
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
休
耕
地
や
耕
作
放

棄
地
の
再
生
利
用
推
進
と
獣
害

対
策
と
を
併
せ
た
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

中
で
も
獣
害
は
深
刻
で
あ
り
、

重
点
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
お
り
ま
す
。
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■
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
既

存
の
国
道
4
2
5
号
の
道
路
改

良
事
業
で
は
効
果
は
薄
く
、
加

え
て
、
4
2
5
号
は
坂
本
、
池

原
ダ
ム
湖
の
左
岸
を
通
り
下
北

山
村
に
抜
け
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、

こ
の
改
良
工
事
で
は
当
村
に
と

っ
て
恩
恵
は
少
な
く
、
尾
鷲
と

上
北
山
村
と
を
ト
ン
ネ
ル
に
よ

る
最
短
ル
ー
ト
で
結
ぶ
構
想
が

上
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

構
想
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、

尾
鷲
市
が
こ
の
構
想
、
ル
ー
ト

に
積
極
的
で
あ
り
ま
す
。

　

勿
論
、
事
業
化
は
こ
れ
か
ら

の
話
で
あ
り
ま
す
が
、
上
北
山

村
の
未
来
は
こ
の
構
想
に
掛
か

っ
て
い
る
と
、
強
い
思
い
を
抱

い
て
お
り
ま
す
。

　

蛇
足
と
な
り
ま
す
が
、
N
H
K

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
の
再
放
送

で
明
石
海
峡
大
橋
架
橋
事
業
を

最
初
に
発
案
し
た
元
神
戸
市
長

の
言
葉
と
し
て
、“
人
生
す
べ
か

ら
く
、
夢
な
く
し
て
は
か
な
い

ま
せ
ん
”
が
あ
り
、
何
事
も
夢

を
見
な
い
と
叶
わ
な
い
、
不
可

能
だ
と
思
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
と
の
信

念
で
事
業
を
完
遂
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
明
石
海
峡
大
橋
と
比
べ

る
と
、
当
該
道
路
は
小
規
模
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
開
通
す

れ
ば
、
ま
さ
に
上
北
山
村
の
み

な
ら
ず
奈
良
県
南
部
に
と
っ
て

一
大
転
換
と
な
り
得
ま
す
。

　

本
村
か
ら
尾
鷲
市
ま
で
の
所

要
時
間
は
約
15
分
と
な
り
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
な
事
業
と
は
思
い
ま
す

が
尾
鷲
市
、
上
北
山
村
、
下
北

山
村
、
紀
北
町
の
１
市
１
町
２

村
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
完
成
後
の
上
北

山
村
の
姿
、
立
ち
位
置
で
す
が
、

経
済
的
に
は
、
様
々
な
分
野
で

の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
動
き

が
活
発
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
素
通
り
に
よ
る
ス
ト
ロ

ー
現
象
で
逆
に
衰
退
を
加
速
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
事
態
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
道
１
６
９
号
と
紀
勢
自
動
車

道
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
利
便

性
向
上
を
逆
手
に
取
り
、
逆
に

都
市
部
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
ま
ず
は
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
風
景
の
良
さ
が
あ

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
現

時
点
か
ら
少
し
づ
つ
準
備
を
し

な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
風
景
は

村
民
を
和
ま
せ
、
ま
さ
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
下
北
山

村
の
桜
祭
り
は
10
年
後
、
20
年

後
を
見
据
え
て
桜
を
植
え
た
結

果
だ
と
思
わ
れ
、
そ
の
時
の
為

政
者
は
素
晴
ら
し
い
人
物
だ
と

尊
敬
し
て
お
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
我
が
村
も
こ
れ
に

な
ら
い
、
開
通
後
の
風
景
が
自

慢
で
き
る
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
村
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

以
上
、
内
政
に
お
い
て
は
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
施
策
や
観

光
産
業
を
軸
と
し
た
産
業
の
振

興
等
、
そ
し
て
外
に
向
か
っ
て

は
、
国
道
1
6
9
号
整
備
促
進

と
併
せ
て
、
尾
鷲
上
北
山
道
の

事
業
化
を
目
指
し
、
開
通
後
の

村
の
姿
を
思
い
描
き
、
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
村
政

運
営
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

令和7年度の主な事業
・やまゆり学園長寿命化改修事業
 　　　　　　　　4億6,376万円

・健民グラウンド整備事業
 　　　　　　　　　  4,499万円

・国標準準拠システム移行事業
（戸籍・介護・後期）
 　　　　　　　　3,566万3千円

・林道サンギリ線改良事業
　　　　　　　　3,326万5千円

・林道橋梁定期点検事業
　　　　　　　　3,088万2千円

・村道橋梁定期点検事業
　　　　　　　　　  1,990万円
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23億9,445万7千円
（前年度比20％増）

　令和7年度の予算が、3月定例村議

会において可決されましたので、予算

の概要についてお知らせします。

　一般会計は、前年度より3億9,957

万円多い23億9,445万7千円となり、

特別会計を含めた総予算額は27億

889万7千円となりました。

　
歳
入
に
は
、
地
方
交
付
税
や

国
・
県
支
出
金
、
村
債
な
ど
の
国

や
県
の
配
分
に
よ
る「
依
存
財
源
」

と
、
村
税
や
諸
収
入
、
使
用
料
及

び
手
数
料
な
ど
の
村
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
「
自
主
財
源
」
が
あ

り
、
本
年
度
の
依
存
財
源
は
構
成

比
77
％
の
18
億
4
，
4
1
5
万
9

千
円
、
自
主
財
源
に
お
い
て
は
、

構
成
比
23
％
の
5
億
5
，
0
2
9

万
8
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
依
存

財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
厳
し

い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

の
40
・
2
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
9
億
6
，
3
4
1
万
4
千
円

で
、
1
，
0
3
4
万
7
千
円
の
減

額
。
村
債
は
、
や
ま
ゆ
り
学
園
長

寿
命
化
改
修
工
事
な
ど
の
過
疎
対

策
事
業
債
の
増
額
等
に
よ
り
2
億

60
万
円
の
増
額
、
国
庫
支
出
金

は
、
や
ま
ゆ
り
学
園
長
寿
命
化
改

修
工
事
に
係
る
補
助
金
の
増
額
等

に
よ
り
1
億
3
，
3
1
4
万
7
千

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方交付税

村 債

国庫支出金

県 支 出 金

村 税

繰 越 金
地方譲与税

使用料及び手数料

:

:

:

:

:

:
:

:

村の財源状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国な
どから借り入れるお金
特定の事業を行うために国か
ら交付される負担金、補助金な
どのお金
特定の事業を行うために県か
ら交付される負担金、補助金な
どのお金
村民税や固定資産税など、村民
の皆さんに納めていただくお金
前年度から持ち越される剰余金
国税として徴収され、地方自治
体へ譲与されるお金
村の施設の使用や住民票の交付
など、特定の行政サービスを受
ける人に負担していただくお金

令和7年度

歳入

歳

　

 

入

令和6年度

諸収入

地方譲与税

繰入金

村　債

地方交付税
963,414千円

　973,761千円

489,000千円

288,400千円

218,465千円

85,318千円

305,182千円

253,884千円

県支出金
90,540千円

65,760千円

繰越金

村　税
83,933千円

80,884千円

83,010千円

66,118千円

33,165千円

57,349千円

各種交付金
18,807千円

19,192千円

63,933千円

60,979千円

10,276千円

7,614千円

国庫支出金

使用料及び
手数料

18,631千円

17,527千円

16,101千円

18,101千円
寄附金

一般会計予算の推移
億

15

20

H31 R2 R3 R4

10

5

0
R5 R6 年度R7

，

財産収入
ほか

16
億
6
，1
6
4
万
9
千
円

16
億
6
，6
6
4
万
6
千
円

16
億
2
，1
4
2
万
3
千
円

20
億
53
万
3
千
円

17
億
4
，1
2
9
万
6
千
円

19
億
9
，4
8
8
万
7
千
円

23
億
9
，4
4
5
万
7
千
円

4
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令和7年度
上北山村一般会計予算

　
行
政
分
野
ご
と
に
分
類
し
た「
目
的
別
歳

出
」に
お
い
て
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、総

務
費
は
、ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
接
続
利
用

料
の
増
額
等
に
よ
り
1
，4
7
9
万
1
千
円

の
増
額
、農
林
水
産
商
工
費
は
、観
光
施
設

指
定
管
理
料
、道
の
駅
高
圧
電
気
設
備
更
新

整
備
工
事
費
の
増
額
等
に
よ
り
2
，1
3
2

万
1
千
円
の
増
額
、土
木
費
は
、原
口
住
宅

新
築
工
事
費
の
減
額
等
に
よ
り
1
億
3
，

2
7
4
万
5
千
円
の
減
額
、民
生
費
は
、国

保
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額
等
に

よ
り
1
，9
3
7
万
3
千
円
の
減
額
、教
育

費
は
、や
ま
ゆ
り
学
園
長
寿
命
化
改
修
工
事

費
の
増
額
等
に
よ
り
4
億
3
，4
1
1
万
6

千
円
の
増
額
、衛
生
費
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

高
圧
電
気
設
備
更
新
整
備
工
事
費
及
び
簡

易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
の
増
額
等
に
よ

り
3
，0
2
8
万
5
千
円
の
増
額
、消
防
費

は
、県
防
災
行
政
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
整

備
負
担
金
の
増
額
等
に
よ
り
2
，4
8
8
万

1
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て
前
年
比
と
比
較
す

る
と
、簡
易
水
道
事
業
会
計
は
建
設
改
良

費
の
減
額
等
に
よ
り
9
，5
0
9
万
3
千
円

の
減
額
、診
療
所
特
別
会
計
は
人
件
費
及

び
へ
き
地
派
遣
医
師
負
担
金
の
減
額
等
に

よ
り
2
，4
3
6
万
2
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

教 育 費

総 務 費

農林水産商工費

公 債 費

民 生 費

衛 生 費

消 防 費
土 木 費

議 会 費
災害復旧費

:

:

:

:

:

:

:
:

:
:

小中学校、社会教育や保健体
育など教育各般に使うお金
庁舎の維持管理や戸籍、徴税、
選挙、監査事務など村の総括的
な事務に使うお金
農林水産業、商工業、観光の振
興などに使うお金
国などから借り入れたお金（村
債）の返済などに使うお金
社会福祉や医療助成など、安定
した社会生活を保証するため
に使うお金
健康診断や各種検診、ごみ処
理など健康で衛生的な生活環
境を保つために使うお金
消防や防災対策に使うお金
道路、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金
議会の運営などに使うお金
災害で被災したものを復旧す
るために使うお金

66.0%

9.8%

24.2%

0.5%

10.5%

－

－

－

+

+

前年度比予算額

歳

　

 

出

（目的別）歳出

簡易水道事業

国民健康保険

国 保 診 療 所

介 護 保 険

後期高齢者医療

4,907万円

6,274万8千円

7,643万2千円

1億512万6千円

2,106万7千円

教育費

総務費

公債費

民生費

衛生費

消防費

土木費

議会費

災害復旧費
ほか

512,176千円

497,385千円

204,385千円

223,758千円

113,912千円

246,657千円

379,694千円

358,373千円

652,385千円

218,269千円

217,441千円

204,295千円

135,238千円

104,953千円

133,978千円

109,097千円

34,085千円

30,087千円

11,163千円

2,013千円

令和7年度
令和6年度

公営企業会計

前年度比予算額特別会計

農林水産
商工費

性質別歳出予算

人件費
533,555千円
22.3%

普通建設
事業費等
723,866千円
30.2%補助費等

286,768千円
12.0%

公債費
217,441千円

9.1%

繰出金
97,164千円
4.1%

扶助費
29,498千円 1.2%

維持補修費
25,436千円
1.1%

477,447千円
19.9%

物件費

3,282千円
0.1%

（投資及び出資金、貸付金、
積立金、予備費）

その他

5
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■
岩
本
議
長

問
役
場
外
の
法
人
と
村
長
の

　
　
関
係
性
に
つ
い
て
　

　

令
和
６
年
５
月
31
日
に
村
長
が
一

般
社
団
法
人
森
未
来
か
み
き
た
の
理

事
を
呼
び
、
色
々
問
い
た
だ
し
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
森
未
来
か
み
き
た

の
理
事
の
方
が
、
村
長
か
ら
不
当
な

扱
い
を
受
け
、
不
満
を
持
っ
て
い
る

と
何
人
か
の
議
員
に
話
を
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

私
は
少
し
遅
れ
て
、
そ
の
お
話
を

伺
い
、
理
事
の
方
の
お
話
の
内
容
か

ら
、
村
長
側
に
か
な
り
の
問
題
が
あ

る
と
思
い
、
副
村
長
に
、
き
ち
ん
と

謝
罪
を
し
て
ケ
リ
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
長
選
挙
が
近
づ
い
た

頃
に
告
発
状
を
受
け
取
り
、
こ
の
ま

ま
こ
の
問
題
を
放
置
し
、
ま
し
て
議

員
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
い
、
し
か
し
、
村
長
選
挙
の

直
前
で
し
た
の
で
、
こ
の
問
題
を
公

に
す
れ
ば
、
間
違
い
な
く
選
挙
妨
害

と
言
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な

理
由
で
今
議
会
に
お
い
て
一
般
質
問

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
一
般
社
団
法
人
森
未
来

か
み
き
た
は
、
行
政
の
外
に
あ
る
法

人
の
は
ず
で
す
。
な
ぜ
呼
び
つ
け
る

よ
う
な
形
で
問
い
た
だ
す
よ
う
な
こ

と
が
行
わ
れ
た
の
か
、
一
体
ど
ん
な

権
限
で
そ
の
会
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

　

思
い
測
り
ま
す
と
、
こ
の
法
人
は

設
立
時
に
村
の
予
算
が
使
わ
れ
た
と

認
識
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
正
当
な
理

由
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、

そ
の
予
算
執
行
時
に
法
人
の
運
営
や

会
計
人
事
等
に
村
長
が
介
入
し
て
も

よ
い
と
い
う
取
り
決
め
で
も
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
他
に

何
か
別
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
の
手
元
に
届
い
た
告
発
状
に
よ

る
と
、
こ
の
法
人
は
２
人
の
理
事
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
法
人
に
新
た
に
村
長
ご
自

身
を
含
め
３
人
の
役
員
を
送
り
込
も

う
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
合
理
的
な
理
由
が

全
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
法
人
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み

き
た
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
村
直
営
の

法
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
私
企
業
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
日
の
会
議
に
お
い
て
、
村
長

の
提
案
を
承
諾
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

役
場
か
ら
は
仕
事
を
出
さ
な
い
、
と

の
発
言
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
聞

き
よ
う
に
よ
っ
て
は
脅
迫
的
な
発
言

で
、
一
種
の
報
復
処
置
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
村
長
は
上
北
山
村
の
行

政
の
ト
ッ
プ
で
す
。
つ
ま
り
、
最
高

の
権
力
者
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
手
法
は
と
て
も
褒
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
、
村
の
予
算
を
利
用
し
て
法

人
が
設
立
さ
れ
、
村
の
事
業
を
受
託

し
た
ら
、
や
は
り
村
長
が
様
々
な
場

面
で
介
入
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
村
の
た

め
に
法
人
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る

若
者
は
躊
躇
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
す
か
。

　

村
直
営
の
法
人
で
は
な
い
法
人
を
、

一
般
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き

た
と
同
様
に
扱
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
お

伺
い
し
ま
す
。

答
村
長

　

去
る
昨
年
５
月
31
日
に
建
設
課
を
交

え
、
一
般
社
団
法
人
森
未
来
か
み
き
た

の
理
事
と
今
後
の
社
団
法
人
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
通
り
当

該
法
人
は
、
私
が
理
事
長
と
し
て
関
与

す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き
た
と
は
、
そ

の
性
格
を
異
に
し
、
自
治
体
か
ら
独
立

し
、
独
自
の
方
針
や
戦
略
を
持
つ
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
自
治
体
の
支
援
が
限
定

的
と
な
り
、
自
治
体
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス

の
活
用
が
厳
し
く
な
る
こ
と
、
自
治
体

と
の
関
係
性
が
限
定
的
に
な
り
、
地
域

住
民
、
地
域
関
係
者
か
ら
の
信
頼
を
得

る
こ
と
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
、

財
務
状
況
の
把
握
が
困
難
と
な
る
こ
と

な
ど
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
も
言
え
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
形
式
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
目
的
に
お
い
て
適
切
に
選
択
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
森
未
来
か
み
き
た
は
、

自
治
体
か
ら
独
立
し
た
性
格
の
団
体
が

適
す
る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
、
そ

の
設
立
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
、
当
該
法
人
が

地
域
住
民
、
地
域
関
係
者
か
ら
の
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
、
関
係

者
と
の
対
応
を
重
視
し
、
そ
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
、
地
域
関
係
者
よ
り
当
該
法
人

と
の
関
係
性
が
良
好
で
な
い
と
の
声
が

あ
り
、
私
自
身
、
そ
の
設
立
方
針
か
ら

一
定
の
距
離
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
た
上
で
、
地
域
関
係
者
の
声

も
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ま
た

私
自
身
が
当
該
法
人
の
財
務
状
況
に
つ

い
て
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
協
議
す
る
場
を
設
け
た
次
第
で
す
。

　

私
は
村
全
体
の
発
展
を
第
１
に
考

え
、
村
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
の

議
論
が
目
的
で
あ
り
、
協
議
す
る
中
で

意
見
の
相
違
が
生
じ
る
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
、
そ

の
際
の
私
の
発
言
が
一
般
社
団
法
人
森

未
来
か
み
き
た
理
事
へ
不
快
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深

く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
９

月
14
日
に
副
村
長
を
交
え
同
理
事
へ
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

■
岩
本
議
員

　

自
分
を
含
め
た
理
事
を
３
人
入
れ

ろ
と
、
こ
う
い
う
発
言
に
つ
い
て
ど

う
お
考
え
な
の
か
。

令
和
7
年

３
月 
定
例
村
議
会

一
般
質
問
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私
が
ま
ず
一
番
最
初
聞
き
た
か
っ

た
の
は
、
村
長
に
そ
の
よ
う
な
権
限

が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
ど
こ
か
の
法
人
が
で
き
、

そ
の
法
人
が
何
か
地
元
住
民
と
ち
ょ

っ
と
感
情
の
行
き
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
つ
い
て
村
長
が
介
入
し

て
、
ど
う
の
こ
う
の
で
き
る
の
で
す
か
。

　

村
長
が
林
業
系
の
法
人
を
立
ち
上

げ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
法
人
自
体
は
役
場
か
ら
独

立
し
て
い
る
法
人
の
は
ず
で
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き
た
な
ど
と
は

全
く
も
っ
て
違
う
形
態
で
、
村
長
に

何
の
権
限
も
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
権
限
が
あ
る
と
な
ぜ
思
っ

た
の
か
。

　

も
う
１
回
聞
き
ま
す
が
、
村
長
が

直
轄
法
人
で
も
な
い
法
人
の
理
事
に

俺
も
入
れ
ろ
と
、
ど
の
よ
う
な
権
限

で
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。

答
村
長

　

ま
ず
誤
解
だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
長
を
含
め
３
人
を
送
り
込
む
と

い
う
こ
と
は
間
違
い
で
す
。
そ
う
い

う
こ
と
は
決
し
て
言
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
当
該
法
人
の
定
款
上
、
理

事
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
社
団
で
す
か

ら
、
ま
ず
社
員
が
お
り
ま
す
。

　

社
員
が
理
事
を
選
任
し
て
運
営
し

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
社
員
２

名
の
方
が
そ
の
ま
ま
理
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
理
事
会
を
作
っ
て

お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
監
事
も
選
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
運
営
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
申
し
上
げ
た
の
は
、
定
款
上

３
分
の
２
の
承
諾
を
得
て
執
行
す
る

と
な
っ
て
お
り
、
理
事
2
名
で
は
、

意
見
が
相
違
す
れ
ば
物
事
が
何
に
も

決
ま
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
少
な

く
と
も
も
う
１
人
入
れ
て
３
人
体
制

で
や
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
お
願
い
し
た
わ
け
で
す
。
私

か
ら
強
制
す
る
よ
う
な
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
岩
本
議
員

問
村
長
の
振
る
舞
い
が
職
員
に

　
　
対
す
る
影
響
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
強
引
と
も
思
え
る
振

る
舞
い
、
し
か
も
役
場
職
員
で
は
な

い
一
般
村
民
に
対
し
て
行
わ
れ
た
事

態
を
職
員
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

る
の
か
、
大
変
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
長
が
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
事
案
は
私
か

ら
見
れ
ば
明
ら
か
な
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
す
。

　

企
業
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
上

司
の
下
で
は
職
場
環
境
の
悪
化
に
よ

る
生
産
性
の
低
下
、
退
職
者
の
増
加

に
よ
る
人
材
不
足
、
企
業
イ
メ
ー
ジ

の
低
下
と
そ
れ
に
伴
う
採
用
コ
ス
ト

の
増
加
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
公
務
員
に
お
い
て
も
同
様

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
長
の
こ
の
よ
う
な
高
圧
的
な
言

動
に
よ
っ
て
職
場
風
土
が
ず
い
ぶ
ん

悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

村
長
に
対
し
率
直
な
意
見
が
言
え

な
い
、
言
え
ば
報
復
人
事
な
ど
の
不

利
益
を
被
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
感

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

職
場
環
境
の
悪
化
に
よ
る
生
産
性

の
低
下
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
評

価
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
こ
で
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
退
職
者
の
増
加
に

よ
る
人
材
不
足
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
私
か
ら
見
る
と
、
仕
事

量
に
比
し
て
職
員
が
不
足
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

ま
た
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
と
い

う
の
は
、
例
え
ば
上
北
山
村
の
イ
メ

ー
ジ
低
下
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

村
長
は
い
わ
ば
、
わ
が
村
の
顔
、

象
徴
的
な
人
物
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

村
長
は
森
未
来
か
み
き
た
の
理
事

の
方
に
対
す
る
言
動
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
わ
か
り
か

ね
ま
す
が
、
告
発
状
に
は
『
脅
迫
ま

が
い
だ
と
感
じ
た
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
と
不
安
と
恐
怖
を
感
じ
た
』
と

あ
り
ま
す
。

　

他
人
の
言
動
に
対
す
る
反
応
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
本
人
が
そ
の
よ

う
に
感
じ
た
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
す
。

　

最
近
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

結
局
法
人
を
廃
止
し
、
ご
本
人
も
離

村
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

村
長
は
こ
の
事
態
を
地
方
公
共
団

体
の
長
と
し
て
、
村
の
顔
と
し
て
ど

う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答
村
長

　

私
の
振
る
舞
い
に
よ
る
職
員
に
対
す

る
影
響
、
退
職
者
の
増
加
に
よ
る
人
材

不
足
に
つ
い
て
で
す
が
、
退
職
者
増
加

に
つ
い
て
は
、
本
村
の
み
な
ら
ず
全
国

の
自
治
体
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
共

通
の
問
題
で
あ
り
、
人
材
獲
得
競
争
の

激
化
、
若
年
層
の
離
職
率
の
高
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
副
村
長
及
び

人
事
担
当
課
で
あ
る
総
務
課
長
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
私
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
起
因
と
す
る
退
職
事
例
は
な
い

と
の
報
告
で
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
量
と
比
べ
職
員
が
不
足

し
て
い
る
と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
仕
事

量
は
、
時
間
外
上
限
45
時
間
を
超
え
た

職
員
に
つ
い
て
は
、
実
態
を
把
握
、
管

理
職
と
の
面
談
の
う
え
、
時
間
外
勤
務

が
発
生
す
る
要
因
の
分
析
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
や
効
率
化
、
業
務
の
優

先
順
位
付
け
、
分
担
で
き
る
業
務
が
無

い
か
な
ど
、
改
善
策
の
検
討
を
義
務
化

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
職
員
に
対
し
恒
常
的

な
時
間
外
勤
務
が
発
生
し
て
い
る
状
況

で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
職
員
の
時
間
外

勤
務
を
縮
減
す
る
た
め
に
は
、
先
程
述

べ
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
や
効
率

化
、
業
務
の
優
先
順
位
付
け
、
分
担
で

き
る
業
務
は
比
較
的
余
裕
の
あ
る
職
員

の
協
力
を
仰
ぐ
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
時
間
外
勤
務
を
抑
制
し
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

因
み
に
、
令
和
５
年
度
の
デ
ー
タ
で

す
が
、
下
北
山
村
に
お
い
て
は
、
人
口

８
１
５
名
に
対
し
、
役
場
職
員
数
が
45

名
、
そ
れ
と
比
較
し
、
本
村
の
人
口
は

下
北
山
村
の
ほ
ぼ
半
分
で
あ
る
４
５
４

名
に
対
し
、
職
員
数
は
下
北
山
村
の
職

員
数
を
上
回
る
46
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
人
材
獲
得
競
争
の
激
化
、

若
年
層
の
離
職
率
の
高
さ
に
対
応
す
る

た
め
、
職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
よ
り
全
国
各
地
か
つ
希
望
日
で

の
受
験
を
可
能
と
す
る
テ
ス
ト
セ
ン
タ

ー
方
式
に
よ
る
試
験
を
導
入
し
、
応
募

し
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ
り
全
国
か
ら

優
秀
な
人
材
を
獲
得
、
必
要
な
採
用
人
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数
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
前
の
採
用
試
験
は
基
本
的

に
年
度
を
通
じ
て
１
回
の
み
の
実
施
、

か
つ
対
象
者
に
新
卒
者
を
含
め
て
い
た

た
め
、
翌
年
度
４
月
か
ら
の
勤
務
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
現
在
は
通
年
で
の
採
用
活
動
を
行

い
、
令
和
６
年
度
は
専
門
職
の
試
験
も

含
め
る
と
４
回
の
実
施
、
ま
た
、
社
会

人
経
験
者
を
対
象
と
す
る
試
験
区
分
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
度
途
中
で

の
採
用
を
可
能
と
し
、
そ
の
結
果
、
実

際
の
採
用
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

当
該
法
人
の
廃
止
と
理
事
の
離
村

は
、
大
変
遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。　

私
と
し
て
は
法
人
を
存
続
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
私
が
強
要
し
た
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
理
事
個
人
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

発
言
の
受
け
と
め
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
る
た
め
、
ご
指
摘
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
今
後
は
よ
り
慎
重
な
言
動
を
心

が
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
岩
本
議
員

 

教
育
長
に
聞
き
ま
す
。
労
務
管
理
は

ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
ま
す
か
。

答
教
育
長

　　

教
育
委
員
会
の
業
務
は
多
岐
に
渡

っ
て
お
り
、
予
期
で
き
な
い
産
休
育

休
、
ま
た
病
気
な
ど
、
い
ろ
ん
な
職

員
の
中
で
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
た

ち
も
振
り
分
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
職
員
が
入
ら
れ
て
、
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
体
制
な
ど
い
ろ
い
ろ
考

え
て
き
ま
し
た
が
、
私
自
身
も
う
少

し
目
配
り
気
配
り
を
で
き
た
ら
良
か

っ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

■
福
西
議
員

問
地
方
創
生
に
つ
い
て

　
　
～「
楽
し
い
日
本
」を
目
指
す
！
～

　

地
方
創
生
が
始
ま
っ
て
10
年
、
石

破
内
閣
は
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振
り

返
り
、
地
方
創
生
を
再
始
動
さ
せ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
楽
し
い
日
本
」
と
は
、
す
べ
て

の
人
が
安
心
と
安
全
を
感
じ
、
自
分

の
夢
に
挑
戦
し
、「
今
日
よ
り
明
日

は
よ
く
な
る
」
と
実
感
で
き
る
こ
と

と
し
、「
楽
し
い
日
本
」
を
実
現
す

る
た
め
、
政
策
の
核
心
と
し
て
「
地

方
創
生
2.0
」
が
起
動
さ
れ
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
地
方
創
生
」
の
目
標
は
、
単
な

る
地
方
経
済
の
再
生
で
は
な
く
、
人

口
減
少
へ
の
対
応
と
持
続
可
能
な
社

会
を
築
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
創
生
施
策
の
枠
を
超
え
、
地
域
に

住
む
全
て
の
世
代
の
声
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
上
北
山
村
の
強
み
（
自

然
・
観
光
資
源
）
を
活
か
し
つ
つ
新

し
い
発
想
を
取
り
入
れ
る
事
で
、
地

域
の
活
性
化
を
よ
り
効
果
的
に
進
め

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
4
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
国
が
進
め
る
「
地
方
創
生
2.0
」
に

お
け
る
5
本
の
柱
の
１
番
目
に
、「
若

者
や
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
」
＝

「
楽
し
い
地
方
」
を
つ
く
る
こ
と
を

主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
人
の
流
れ
を
太
く
す
る
た

め
に
、
若
者
や
女
性
が
「
楽
し
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
「
暮
ら
す
・
働
く
・
楽
し
む
」
の

３
つ
の
視
点
か
ら
、
新
た
に
魅
力
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き

方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
関
わ

り
や
す
さ
、
生
活
の
質
に
対
す
る
要

求
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
若
者
・
女

性
に
も
選
ば
れ
る
「
楽
し
い
上
北
山

村
」
の
構
築
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

行
動
を
進
め
る
か
ご
見
解
を
お
伺
い

し
ま
す
。

②
「
地
方
創
生
2.0
」
の
基
本
的
な
考

え
の
中
に
、
地
方
の
現
場
を
で
き
る

だ
け
訪
問
・
視
察
し
、
意
見
交
換
を

幅
広
く
重
ね
、
地
方
の
意
見
を
直
接

く
み
取
り
、
今
後
の
政
策
に
生
か
す

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
年
、

元
旦
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
信
さ
れ
た
「
村

長
の
年
頭
挨
拶
・
村
民
の
皆
様
へ
」

に
お
い
て
、
本
年
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
」
を
政
策
の
柱
と
し
、

よ
り
高
い
幸
福
度
の
追
求
を
し
、
実

現
の
た
め
に
は
地
域
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
月
に
各
地
域
で
開
催
さ

れ
た
「
村
政
懇
談
会
」
の
評
価
と
所

感
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

加
え
て
、
各
地
域
で
の
意
見
、

質
問
や
要
望
、
そ
れ
に
対
し
て
の
回

答
、
並
び
に
そ
の
進
捗
状
況
な
ど
「
村

政
懇
談
会
」
の
議
事
録
と
し
て
今
後

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
た

だ
く
と
、
理
解
が
深
ま
る
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
「
地
方
創
生
2.0
」
が
本
格
起
動
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
、
地

方
活
性
化
に
向
け
新
し
い
政
策
が
始

動
し
ま
す
が
、
私
は
そ
の
中
心
に
「
子

ど
も
た
ち
の
声
」
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

２
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
、
や
ま

ゆ
り
学
園
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
の
発

表
で
は
、
児
童
生
徒
が
、
森
林
環
境

問
題
・
観
光
商
工
業
・
関
係
人
口
の

創
出
・
獣
害
被
害
対
策
な
ど
、
自
分

た
ち
の
村
の
魅
力
や
問
題
を
再
発
見

し
、
将
来
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く

と
い
う
有
益
な
発
表
会
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
目
で
見
て
、

手
で
触
れ
て
感
じ
た
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
創
造
す
る
豊
か
で
柔
軟
な
発

想
は
、
未
来
に
向
け
た
新
し
い
可
能

性
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
る
は
ず

で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
視
点
か

ら
も
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
共
に
考
え
、
夢
や
感
性
を
村
の

活
性
化
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
行
政
や
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
て
も
ら
う
た
め
に
、「
子
ど
も
模

擬
議
会
」・「
子
ど
も
未
来
会
議
」
の

実
施
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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④
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、「
誰
も

が
安
全
・
安
心
で
き
る
快
適
な
生
活

空
間
の
提
供
」
を
考
え
る
際
、
本
村

に
お
い
て
は
獣
害
対
策
が
地
域
の
持

続
可
能
性
に
直
結
す
る
重
要
な
課
題

で
す
。

　

近
年
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
獣
被
害
が
深

刻
化
し
、
農
作
物
へ
の
被
害
、
地
域

住
民
の
安
全
へ
の
懸
念
が
増
し
て
お

り
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
捕

獲
体
制
の
強
化
と
見
直
し
、
I 

C 

T

技
術
の
活
用
・
地
域
ぐ
る
み
の
防
除

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
ご
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
村
長

　

現
在
、
本
村
で
は
、「
水
と
緑
と

と
も
に
生
き
る
郷　

上
北
山
」
を
将

来
像
に
掲
げ
、
村
が
誇
る
雄
大
な
自

然
を
将
来
世
代
に
わ
た
っ
て
守
り
続

け
る
と
と
も
に
、
村
の
魅
力
や
価
値
、

豊
か
さ
を
活
か
し
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
「
地
方
創
生
2.0
」
に
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
若
者
や
女
性
に
選
ば
れ
る
地

方
、
楽
し
い
地
方
や
若
者
や
女
性
が

楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
暮
ら
し
、
働
く
、
楽
し
む
、

の
３
つ
の
観
点
か
ら
、
新
た
な
魅
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
内
容

を
包
括
し
た
、
次
の
４
つ
の
観
点
に

つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
、
ま
ず
、
仕
事
を
つ
く
る
。

　

本
村
の
水
・
森
林
資
源
を
活
用
し
、

観
光
振
興
等
に
繋
が
る
新
た
な
産
業

創
出
・
育
成
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
定
的
に
活
躍
で
き
定
着
で

き
る
雇
用
の
場
の
創
出
を
目
指
し
ま

す
。

　

二
、
子
ど
も
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
。

　

地
域
住
民
と
の
提
携
や
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
活
用
に
よ
っ
て
、
多
様
な
学

び
・
体
験
の
機
会
と
居
場
所
を
つ
く

り
、
共
働
き
の
親
か
ら
ひ
と
り
親
ま

で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
、
人
の
流
れ
を
つ
く
る
。

　

住
民
と
外
部
か
ら
の
人
材
が
協
力

し
、
森
林
や
河
川
等
の
資
源
を
生
か

し
た
観
光
資
源
・
関
連
産
業
の
創
出

や
こ
れ
ら
の
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

ま
す
。
そ
し
て
、
移
住
者
が
安
心
し

て
村
へ
定
着
で
き
る
よ
う
、
住
民
と

の
関
係
構
築
や
居
住
環
境
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

四
、
魅
力
的
な
ま
ち
、
暮
ら
し
を

つ
く
る
。

　

買
い
物
、
通
院
等
の
生
活
の
基
盤

を
整
え
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
た
多
世
代
の

繋
が
り
、
相
互
の
交
流
の
場
を
持
つ

こ
と
で
、
皆
様
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
地

域
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
策

定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す

第
３
期
上
北
山
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
明
記
す
る
予

定
で
す
。

②
「
地
方
創
生
2.0
」
の
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
き
、
地
域
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
は
、
政
策
を
実
現
す
る
上

で
非
常
に
重
要
で
す
。

　

特
に
私
が
年
頭
挨
拶
に
お
い
て
述

べ
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
と

い
う
政
策
の
柱
は
、
地
域
と
人
の
繋

が
り
を
強
化
し
、
村
民
一
人
ひ
と
り

の
幸
福
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

２
月
に
各
地
区
で
開
催
し
た
「
村

政
懇
談
会
」
に
お
い
て
村
民
の
皆
様

と
直
接
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
つ
い
て

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
に
お
け
る
課
題
や

要
望
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
で

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か

な
対
応
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
村
民

の
皆
様
の
村
政
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
と
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
熱
意

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
村
政
懇
談
会
」
で
の
ご
意
見
、

ご
質
問
や
ご
要
望
、
ま
た
そ
れ
に
対

し
て
の
回
答
な
ど
の
議
事
録
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
は
と
の
ご

提
案
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
公
開
に
よ
り
、
広
く
、
村
民
の
皆

様
へ
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う

思
い
で
す
。

　

一
方
、
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
個

人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て

十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
決
し
て
そ
れ
ら
の
情
報
が
流
出

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
な
体

制
を
整
え
た
上
で
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

③
や
ま
ゆ
り
学
園
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

で
の
児
童
生
徒
の
発
表
は
、
本
村
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら

の
視
点
で
村
の
課
題
や
魅
力
を
再
発

見
し
、
未
来
を
創
造
す
る
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
は
、

今
後
の
村
政
運
営
に
お
い
て
も
重
要

な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
提
案
の
、
子
ど
も
模
擬
議
会
、

子
ど
も
未
来
会
議
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
12
月
に
中
学
生
10
名

が
議
員
と
議
会
事
務
局
長
と
な
り
、

子
ど
も
模
擬
議
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
が
村
の
Ｐ
Ｒ
、
村
の
活
性
化

策
、
村
民
に
身
近
な
医
療
体
制
、
旧

小
学
校
の
跡
地
利
用
、
観
光
振
興
な

ど
の
具
体
的
な
提
案
、
高
齢
者
・
乳

幼
児
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
、
水
資

源
利
用
、
ツ
ア
ー
企
画
な
ど
、
柔
軟

な
発
想
に
よ
る
率
直
な
意
見
、
質
問

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
村
政
に

参
加
し
、
意
見
を
発
信
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
行

政
へ
の
関
心
を
高
め
、
将
来
像
の
地

域
を
担
う
人
材
育
成
に
も
繋
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
学
校
の
協
力
、
保
護
者
の
理

解
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
政
策
に
反
映
さ
せ
る
か
、

そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
検

討
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
議
会
、
子
ど
も
未
来
会
議
の

実
現
に
向
け
、
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
会
を
開
く

な
ど
し
、
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

④
本
村
に
お
け
る
獣
害
の
被
害
に
つ

い
て
は
、「
村
政
懇
談
会
」
に
お
い

て
被
害
の
お
話
が
あ
り
、
村
と
し
て

も
大
き
な
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
の
村
の
対
応
と
し
て
は
、
誘
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新
副
村
長

令
和
7
年
度
4
月
1
日
付

庁 
内 

異 

動

※（

　）内
は
前
課
・
職

主
査
級

　
吉
浦
　
慎
治
氏
が
副
村
長
と
し

て
、4
月
1
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

■
派
遣（
一
般
社
団
法
人
ツ
ー

リ
ズ
ム
か
み
き
た
）
　

　
真
下
　
修
平

　
　（
企
画
政
策
課
　
主
事
）

■
住
民
課

　主
事

　
濟
木
　
稚
子

　
　（
出
納
室
　
主
事
補
）

■
企
画
政
策
課

　主
事

　
北
岡
　
万
実

　
　（
建
設
課
　
主
事
補
）

■
教
育
委
員
会

　主
事
補

　
吉
住
　
琉
雅

　
　（
総
務
課
　
主
事
補
）

■
出
納
室

　主
事
補

　
松
尾
　
和
斗

　
　（
総
務
課
　
主
事
補
）

■
建
設
課

　主
事
補

　
大
西
　
皐
喜

■
保
健
福
祉
課

　保
健
師

　
古
畑
　
八
雲

■
企
画
政
策
課

　主
事
補

　
山
本
　
元
太

■
住
民
課

　主
事

　
井
奥
　
奈
央

■
教
育
委
員
会

　主
事
補

　
阪
口
　
真
祐
佳

■
建
設
課

　
長
谷
山
　
陽
大

■
や
ま
ゆ
り
学
園

【
着
任
】（ 

）内
は
前
勤
務
先

校
長

　
井
上
　
博
文

　
　（
榛
原
中
学
校
）

教
頭

　
岡
田
　
悟

　
　（
土
庫
小
学
校
）

教
員

　
久
富
　
雄
太

　
　（
片
塩
中
学
校
）

【
転
出
】（ 

）内
は
転
出
先

教
頭

　
藤
高
　
伸
成

　
　（
田
原
本
北
小
学
校
）

教
員

　
森
川
　
佳
穂

　
　（
榛
原
中
学
校
）

教
員

　
水
谷
　
翔
太

　
　（
黒
滝
小
学
校
）

教
員

　
吉
田
　
百
花

　
　（
秋
津
小
学
校
）

【
新
規
採
用
職
員
】

教
員

　
植
山
　
和
都

教
員

　
坂
本
　
真
之
介

教
員

　
工
藤
　
凛

教
員

　
西
谷
　
み
の
り

教
員

　
増
田
　
愛
弓

教
員

　
森
田
　
靖
仁
郎

養
護
教
員

　
中
本
　
羽
音

事
務
職
員

　
高
木
　
大
志

【
退
職
】

　
岡
村
　
和
仁

　
更
屋
　
良
子

課
長
級

■
派
遣（
一
般
社
団
法
人
ツ
ー

リ
ズ
ム
か
み
き
た
）
　局
長

　
神
林
　
真
充

　
　（
企
画
政
策
課
　
課
長
）

■
企
画
政
策
課

　課
長

　
遠
藤
　
学

　
　（
保
健
福
祉
課
　
課
長
）

■
保
健
福
祉
課

　課
長

　
橋
本
　
誠
司

　
　（
一
般
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ

ム
か
み
き
た
　
局
長
）

■
総
務
課

　主
査

　
中
岡
　
宏
太

　
　
（
一
般
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き
た
）

主
事
級

主
事
補
級

　

令
和
7
年
3
月
31
日
付

退
職
者

奈
良
県
と
併
任
職
員

教
職
員
人
事
異
動
の

お
知
ら
せ
（
敬
称
略
）

吉浦　慎治

令
和
7
年
4
月
1
日
付

　

新
規
採
用
職
員

引
す
る
餌
と
な
る
農
作
物
を
し
っ
か

り
と
囲
っ
て
い
た
だ
く
、
上
北
山
村

農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策
助
成
金
と
し

て
、
農
作
物
を
守
る
た
め
の
防
護
網

や
電
気
柵
を
購
入
す
る
費
用
、
そ
の

防
護
網
な
ど
を
設
置
す
る
手
間
賃
に

対
し
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

助
成
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
守

る
、
そ
し
て
誘
引
し
な
い
こ
と
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
加

害
す
る
個
体
の
適
切
な
捕
獲
を
村
の

猟
友
会
の
方
々
に
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
ご
尽
力
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
相
応
の
効
果
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
こ
の
よ
う
な
助
成
金
や
猟

友
会
へ
の
奨
励
金
な
ど
の
支
援
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
隣
自

治
体
で
も
同
じ
よ
う
な
被
害
を
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
村
だ
け
で
は

な
く
広
域
的
に
考
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
対
策
な
ど
、
県
や
近
隣
で
の

取
り
組
み
な
ど
も
情
報
共
有
し
な
が

ら
対
策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
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村の出来事Topics

　4月8日（火）、上北山やまゆり学園において入園・入学式が行われました。
　やまゆり保育園に2名、やまゆり学園に1名が入園・入学しました。
　式では、国歌・校歌斉唱の後、入園児・入学児童の氏名点呼がありました。
　村長をはじめとする来賓の方々の祝辞のあと、在校生を代表して金岩　奏佑くんから歓迎の言葉が述
べられました。また、職員・児童・園児から歓迎の歌が贈られました。  

「やまゆり学園」入園式・入学式

新規採用職員及び奈良県併任職員を紹介します
　企画政策課に配属となりまし
た山本元太です。
　大阪から来たので右も左も分
からない状態ですが、上北山村
のことについて勉強しながら、
早くお役に立てるように頑張っ
ていきます。これからよろしく
お願いします。

山本元太（22歳）
出身地：大阪府

　初めまして、４月から建設課に
配属となりました大西皐喜と申
します。
　慣れない環境の中でご迷惑
をおかけすると思いますが、１日
でも早く皆様のお役に立てるよ
う、努力していきますので、よろ
しくお願いします。

大西皐喜（23歳）
出身地：京都府

　4月から保健福祉課保健センターに
配属となりました古畑八雲と申しま
す。今までに培った保健師と看護師の
経験を踏まえ微力ながら上北山村で
貢献できればと考えています。地元
村民の皆様に寄り添った保健師、看護
師であれるように日々努力してまい
ります。末永くよろしくお願いします。

古畑八雲（50歳）
出身地：和歌山県

　建設課に配属となりました奈
良県併任職員の長谷山陽大と
申します。
　主に森林関係の業務を担当し
ます。一日も早く仕事に慣れる
よう努めますので、ご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願いしま
す。

長谷山陽大（32歳）
出身地：神奈川県

令和7年度入園児 令和7年度入学児童
更谷　碧唯（さらたに　あおい） 吉田　幸暖（よしだ　こはる） 島津江　好美（しまづえ　このみ）
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村の出来事Topics

戦没者招魂祭戦没者招魂祭
　4月13日（日）、戦没者招魂祭が小橡瀧川寺でしめやかに執り行われました。
　ご遺族をはじめ、村長、議長、関係団体の代表が参列し、戦没者に対して追悼の誠を捧げました。
　式典では、村長の祭文の奉納に続き、来賓および遺族会会長が追悼の辞を述べ、参列者による焼香
が行われました。

鈴木副村長が退任されました鈴木副村長が退任されました
　3月31日（月）、奈良県から派遣されていました鈴木常太副村
長が任期満了により退任となり、職員に見送られ、退庁されまし
た。

消防団長　及び　消防副団長　任命式消防団長　及び　消防副団長　任命式
　4月3日（木）、村長より小松広一氏を上北山村消防団の団長に任命する辞令が交付されました。
　また、副団長には松島克典氏及び森ノ内圭治氏が留任されました。
　小松団長のもと村の防火・防災のためにご尽力いただきます。
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第21回ヒルクライム大台ヶ原since2001
の開催が決定しました！！

第21回ヒルクライム大台ヶ原since2001
の開催が決定しました！！

「第２１回ヒルクライム大台ヶ原since2001」の開催が決定しました。
受付：９月６日（土）　競技：９月７日（日）

　大会の成功に向けて、みなさんのご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。
　選手の皆様より「村民の方の応援が力になった」
という声がたくさん寄せられています。
　今年も選手への暖かいご声援をよろしくお願いい
たします。

ヒルクライム大台ヶ原事務局（役場企画政策課内）
TEL：２－９００７

第10回大台ヶ原マラソンinかみきた
2025年5月11日（日）8：00スタート
第10回大台ヶ原マラソンinかみきた
2025年5月11日（日）8：00スタート

　大台ドライブウェイは通行規制を設けませんので、いつでも
通行可能です。
　駐車スペースがあり応援しやすい地点は、スタート地点・辻
堂分岐・経ヶ峯・ゴール地点です。
　ぜひ、お誘い合わせの上、お越しください。

　国勢調査は５年に一度、上北山村に居住するすべての方を対象に、人・世帯数を把握するた
めの調査として行われます。調査結果は、行政機関が各種行政施策を企画・立案する上での重
要な資料として活用されます。
　つきましては、本調査の調査員を募集します。

■調査方法：調査員が設定された調査区の世帯ごとに調査書類を配布し、その世帯の世帯員が
報告します

■任命期間：8月上旬ごろ～10月下旬頃
■報　　酬：国の基準により報酬が支払われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※担当する調査区および調査世帯数に応じて変動します。
■募集期間：４月23日（水）～６月30日（月）　

国勢調査の調査員を募集します国勢調査の調査員を募集します

お問い合わせ　役場総務課　２－０００１

大台ヶ原マラソン事務局（役場企画政策課内）
TEL：２－９００７
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令和７年度全国一斉「人権擁護委員の日」
特設人権相談所開設のお知らせ

令和７年度全国一斉「人権擁護委員の日」
特設人権相談所開設のお知らせ

　上北山村では、村民の皆様の人権相談に応じるため、人権擁護委員による特設人権相談を実施し
ています。
　「人権擁護委員の日（6月1日）」に合わせ、下記の日程で、面談による無料相談を実施します。

大阪・関西万博村民見学会の開催について
　「EXPO２０２５大阪・関西万博」の村民見学会を開催します。
　令和７年４月１３日（日）～令和７年１０月１３日（月・祝）まで開催される大阪・関西万博に
おいて、中東の国「ヨルダン王国」のパビリオン建設資材として上北山村小橡のスギが使用されて
おり、昨年度はヨルダン政府一行が視察として本村を訪れ、歓迎の交流会を行うなど友好を深めて
きました。
　今回、上北山村とヨルダンの友好の証でもあるパビリオンを広く村民の皆様に見ていただこうと
見学会を企画しました。
　皆様お誘いあわせのうえ、是非ご参加ください。

■開催日及び
　募 集 人 数

■時　　　間

■応 募 資 格

■参　加　費
■そ　の　他

6月26日（木）35名
6月29日（日）70名（予定）

上北山村出発：午前７時/帰村午後６時（予定）

上北山村内に住民票がある方であれば、年齢関係なくご参加いただけますが、
小学生以下の方は保護者同伴でご参加ください。

無料

役場住民課　3-0223

特設人権相談所を開設します。
日時：６月２日（月）　午前10時～正午まで
場所：上北山村振興センター２階会議室
※相談は無料・予約不要です。内容については、秘密を厳守します。

問い合わせ先　建設課2-0003

※詳細につきましては、決まり次第各戸配布、タブレット等でお知らせします。

参加者でヨルダンパビリオンを見学後、自由散策とする予定です。
昼食等の飲食物は各自でご準備ください。

14

広　報 かみきたやま



年金だより

　令和7年度の国民年金保険料額は、「月額17,510円」です。

　令和7年度の国民年金保険料額は、国民年金法第87条において17,000円とされていますが、平成
16年度からの物価と賃金の変動に基づく令和7年度の保険料改定率「1.030」を乗じることにより、
17,510円となりました。

■口座振替（口座からの引き落とし）
　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省けます。
　さらに、「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、保険料が割引されます。
※過去の納め忘れの保険料は、口座振替で納めることはできません。
※引き落とし日は月の末日ですが、土・日・祝日の場合は、翌営業日に引き落としとなります。

■クレジットカード納付
　年金事務所に申し込み、継続的にクレジットカード会社から立替納付を行うものです。
 　さらに、「前納」で納めると、保険料が割引されます。
※過去の納め忘れの保険料および一部免除期間の保険料は、クレジットカードで納めることができません。

■電子納付
　ペイジー、インターネットバンキング、スマートフォン決済等もご利用いただけます。

　国民年金保険料を前納する場合の期間及び納付すべき額について、厚生労働省告示（令和 7 年厚生
労働省告示第 37号）により定められました。
　現金・クレジットカード納付で保険料を前納した場合、毎月払いと比べて 2年前納なら 15,670 円、
1年前納なら 3,730 円、6カ月前納でも 850 円の割引になります。
　また、口座振替制度を利用して保険料を前納した場合、毎月払いと比べて 2年前納なら 17,010 円、
1年前納なら 4,400 円、6カ月前納でも 1,190 円の割引となり、大変お得です。

　口座振替・クレジットカード納付には、次の方法があります。
（1）2年（4月～翌々年 3月分）分の前納
（2）1年（4月～翌年 3月分）分の前納
（3）6カ月（4月～9月分、10月～翌年 3月分）分の前納
（4）毎月（早割）※口座振替のみ
（5）毎月（割引なし）

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03－6700－1165
お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご利用ください。

〈受付時間〉
月　曜　日　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

TEL：０５７０－０５－１１６５

URL:https://www.nenkin.go.jp
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「通報者と指令員を映像で繋ぐ！！」

●運用開始日時

令和７年３月24日（月） 9 時00 分

●概要

　映像通報システム「Live１１９」（以下、「Live１１９」）と

は、スマートフォンからの１１９番通報時に、指令員が必要と判断

し、通報者の了承が得られたのち、通報者と指令員との間で映像の送

受信が可能となるシステムです。

　通報者が言葉では伝えることが難しい状況を、通信員は映像で確認

できるため、災害状況の早期把握に繋がります。また指令員から応急

手当映像を通報者に送信することもでき、救命率を向上させることが

期待できます。

※「Live１１９」使用時に発生する通信費は通報者の負担となります。

　（１分間に１５～３０ＭＢ）

※「Live１１９」の使用にあたり、事前登録やアプリの

　 ダウンロードは不要です。

　詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

URL：http://www.naraksk119.jp/

奈良県広域消防組合 消防本部警防部通信指令課
「映像通報システム（Live１１９）」担当

0744－26－0115

奈良県広域消防組合
映像通報システム
「Live１１９」導入
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場（代表）２－０００１

ワースリビングかみきた
　診療所
（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－００１６

　保健福祉課
　社会福祉協議会

３－０３８０

２－０１２９

教育委員会 ２－００６６

上北山やまゆり学園
２－００２７

やまゆり保育園
２－０２３０

村民総合会館 ３－０３３０

総務課 2－0 0 0 1
企画政策課 2－0 0 0 2
建設課 2－0 0 0 3
住民課 3－0 2 2 3
出納室 9－0 2 0 7
議会事務局 9－0 7 0 3

白川公民館 ３－０１２０

ふるさとふれあい会館
３－０２１８

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

５－２２２７
５－２２５１

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署
２－０００５

５－２４５０

吉野土木事務所
工務第二課 ２－００９８

一般社団法人
ツーリズムかみきた２－０102

関西電力送配電㈱高田配電営業所
０８００－７７７－８８１０

　奈良県広域消防組合では、令和８年４月１日採用予定の消
防職員を募集します。

１　募集区分　
　　大学区分・短大区分・救命士区分

２　募集案内詳細について
　　令和７年５月上旬ホームページにて掲載予定
　（URL:https://www.naraksk119.jp/soshiki/3-1-0-0-0_2.html）

３　問い合せ
　　橿原市慈明寺町１４９番地の３
　　奈良県広域消防組合消防本部人事企画課人事係
　　（TEL:０７４４－２０－１１１９）

令和７年度奈良県広域消防組合
消防吏員採用募集案内【前期】
令和７年度奈良県広域消防組合
消防吏員採用募集案内【前期】

　南海トラフ地震は、静岡県から宮崎県の沖合までの南海ト
ラフ沿いのプレート境界で概ね100から150年間隔で繰り返
し発生してきた大規模地震です。前回の昭和東南海地震
（1944年）や昭和南海地震（1946年）が発生してからすで
に約80年が経過しており、次の南海トラフ地震発生の切迫性
が高い状態であると考えられています。
　南海トラフ沿いで想定される最大規模の地震が発生した場
合は、静岡県から宮崎県にかけての一部地域で最大震度7、
それに隣接する周辺の広い地域では震度6強から6弱の強い揺
れに見舞われる可能性があるほか、関東地方から九州地方に
かけての太平洋沿岸の広い範囲に
10mを超える大津波の来襲が想定
されています。
　日頃から家具等の固定や避難場
所・避難経路の確認等を行い、地
震に備えておきましょう。

南海トラフ地震を
知っていますか
南海トラフ地震を
知っていますか
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　近年、野犬を目にすることは少なくなりましたが、散歩中の飼い犬が出合い頭やリードが離れ
た少しのすきに近くにいた人を噛んだ、なでようとしたら噛みつかれた、という咬傷事故は時々
起こっています。
　犬に噛まれた時は、まず傷口を流水でよく洗い流し、医療機関を受診します。犬の口の中には
いろいろな細菌がいるので、抗生物質を処方されることが多いです。破傷風のワクチンを打って
から長期間（１０年以上）経っている時は、破傷風のワクチンも打ってもらうとよいでしょう。
傷口が大きい、或いは深い時は外科処置が必要なこともあります。
　「狂犬病は大丈夫？」と心配される方もおられますが、現在日本国内で狂犬病の発生はありま
せん（２０２０年に輸入感染症例〈現地で感染、国内で発症〉あり）。飼い犬は狂犬病ワクチン
を接種することになっているので、噛んだ犬がワクチンを接種しているか確認するとよいでしょ
う。
　飼い主に対しては、咬傷事故の保健所への届出や、獣医師による咬傷犬の狂犬病の有無の確認
が都道府県の条例により定められています。
　海外旅行先で現地の犬に食べ物を与えようとして噛まれた、という相談もありますが、海外で
は狂犬病の浸淫（感染が広がっている）地域がたくさんあります（厚生労働省ホームぺージ参
照。動物種は犬だけではない）。発症前の狂犬病のワクチン接種で発症予防できますが、狂犬病
は一度発症すれば死に至る病です。海外へ行った時に日本国内と同じ感覚でいるのは危険です。

奈良県医師会

散歩中、犬に噛まれたら

お気軽に
お問合せください

相談日の種類

目の健康相談

場　所

連絡先

奈良県医師会館 1階 県民健康サービス室 (近鉄大和八木駅から北へ徒歩7分)

〒634-8502 橿原市内膳町5-5-8 奈良県医師会各主催部会

TEL 0744-22-8502　FAX 0744-23-7796

精神科に関する健康相談

内科疾患に関する健康相談

5月13日[火]
午後2時～3時

5月27日[火]
午後4時～5時

5月29日[木]
午後2時～3時

予約必要

予約必要
※受付締切 5月28日(水)

予約必要
※受付締切 5月20日(火)

奈良県眼科医会

日　時 予約の必要 主催する部会

奈良県医師会の
学術部会が行う健康相談 

奈良県医師会の
学術部会が行う健康相談 

奈良県医師会
内科部会

奈良県医師会
精神々経科部会
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魚
の
生
食
に
よ
り
寄
生
虫

の
一
種
で
あ
る
ア
ニ
サ
キ
ス

を
原
因
と
す
る
食
中
毒
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
食
中
毒
の

統
計
で
は
、
食
中
毒
の
発
生

原
因
の
第
1
位
は
ア
ニ
サ
キ

ス
と
な
っ
て
お
り
、
食
中
毒

発
生
件
数
の
約
５
割
を
占
め

て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
症
と
は
？

　
ア
ニ
サ
キ
ス
は
寄
生
虫
（
線

虫
）
の
一
種
で
、
こ
れ
が
原

因
で
発
生
す
る
食
中
毒
を
「
ア

ニ
サ
キ
ス
症
」
と
い
い
ま
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
の
幼
虫
が
寄
生

し
て
い
る
生
鮮
魚
介
類
を
生

（
不
十
分
な
冷
凍
ま
た
は
不
十

分
な
加
熱
を
含
む
）
で
食
べ

る
こ
と
で
、
ア
ニ
サ
キ
ス
幼

虫
が
生
き
た
ま
ま
胃
や
腸
の

壁
に
侵
入
し
て
食
中
毒
（
ア

ニ
サ
キ
ス
症
）
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
主
な
症
状

◎
急
性
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症

　
食
後
数
時
間
か
ら
十
数
時

間
後
に
み
ぞ
お
ち
の
激
し
い

痛
み
、
悪
心
、
嘔
吐
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
ア
ニ
サ

キ
ス
症
の
多
く
は
急
性
ア
ニ

サ
キ
ス
症
で
す
。

◎
急
性
腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症

　
食
後
数
十
時
間
後
か
ら
数

日
後
に
激
し
い
下
腹
部
痛
、

吐
気
、
嘔
吐
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
腸
閉
塞
や

腸
穿
孔
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

①
新
鮮
な
魚
を
選
ぶ

　
丸
ご
と
１
匹
購
入
し
た
時

や
、
釣
っ
た
魚
を
食
べ
る
時

は
、
速
や
か
に
内
臓
を
取
り
除

き
、
十
分
な
洗
浄
を
し
ま
し
ょ

う
。
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
魚
の

腸
管
に
寄
生
し
ま
す
が
、
魚
が

死
ぬ
と
腸
管
を
食
い
破
っ
て
筋

肉
（
身
の
部
分
）
に
移
動
し
ま

す
。
捕
獲
後
す
ぐ
に
内
臓
を
取

り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
内
臓
を
生
で
食
べ
な
い

③
目
で
確
認

　
見
つ
け
た
ら
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
取
り
除
く

④
加
熱
す
る

　
60
度
以
上
で
１
分
以
上

⑤
冷
凍
す
る

　
マ
イ
ナ
ス
20
℃
で
24
時

間
以
上
冷
凍
。

　
刺
身
を
購
入
す
る
際
は
、

商
品
ラ
ベ
ル
に
「
解
凍
」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の

を
な
る
べ
く
選
び
ま
し
ょ

う
。

★
ア
ニ
サ
キ
ス
は
酢
・
し
ょ

う
ゆ
・
わ
さ
び
・
塩
漬
け
な

ど
で
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
を

防
ぐ
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！
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2025

No.685
月

村のようす

令和7年4月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２７３（－５）
４１１（－４）
２１６（－１）
１９５（－３）
274.22k㎡

広
報
か
み
き
た
や
ま
　

N
O
.685

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
課

Ｐ２・３
Ｐ４・５
Ｐ６～９
Ｐ10
Ｐ11・12

施政方針・令和7年度の主な事業…………
令和7年度上北山村一般会計予算の概要…
令和7年3月定例村議会一般質問……………
庁内異動………………………………………
村の出来事……………………………………

Ｐ13・14
Ｐ15
Ｐ16～18
Ｐ19
Ｐ20

第21回ヒルクライム大台ヶ原since2001の開催決定ほか…
年金だより……………………………………
お知らせ………………………………………
保健師だより…………………………………
子ども子育て支援金ほか……………………

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

主な内容

4

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【4月30日】
・軽自動車税 第1期
・介護保険料　　　　第1期

小学校入学祝いとして
子ども子育て支援金を
支給しました
　上北山村では人口減少が進行し、少子高齢化が進んでいま
す。人口の減少により村の活力が低下し、若者の減少は村の存
立にまで関わってきます。
　村では、村民がより暮らしやすい生活を送れるように、様々
な制度を用意しており、小学校の入学時に子ども子育て支援金
を支給しています。

　４月 6 日から 15 日までの 10 日間、春の全国交通安全運動が実施さ
れました。
　本村では同月 8 日（火）、早朝より道の駅（総合案内センター）前の
国道 169 号で村交通安全協会役員及び吉野警察署員の方々により通行
車両に対して、啓発物品の配布及び安全運転の呼びかけが行われまし
た。
　安心、安全な地域づくりの為に、一人一人が交通ルールを遵守し、
安全運転を心掛けましょう。

令和7年春の全国交通安全運動
啓発活動を行いました

問い合わせ先：吉野地区交通安全協会上北山分会事務局
（役場住民課　3-0223）
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